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1緒 言

'村 田 ・大原(31)に よるに,西 瓜の蔓割病(萎 凋病)を 防除する目的を以て西瓜を冤疫牲砧木に

接木するといふ方法は昭和二年兵庫縣明石郡の農家が行つたことに始ま り,昭 和五年奈 良縣に於て

畏 本研究は丈部省科學研究費によって行ったものである
。



も之に倣ふ ものがあつた といふ。奈 良縣農事試験場に於ては 昭和七八九の三ヶ年 に亘 り扁蒲 ・胡

瓜 ・南瓜 ・冬瓜 ・瓢箪等を砧木として西瓜の接木試験を行つた結果,各 接木植物は本病抵抗性を示

したが,そ の管理の難易 ・牧量等を考慮 した結果扁蒲砧が最も實用的であると報告 した(31)。両 來

この種の接木法は各地に於て応用 せ られ,接 木の手敷を度外覗すれば本病害の最 も適確有効な防除

法なることは一般に廣 く認められてゐる所である。
o

著者はさきに南瓜根に劉する本菌の行動に關し次の如 き記述を行つた(60)。"Fusariumniveum

を南瓜の幼苗の根に寄生せ しめた場合には,こ の菌を西瓜の幼苗根に寄生せ しめた時 と同様に,そ

の細根を侵 して 心柱内に入 り,つい にこれ を軟化腐敗せ しめるのであるが,南 瓜幼苗の 爽病する

ことは稀である。これは畢寛,南 瓜なる植物の発育 の旺盛なることにその主たる原因があるもの と

解せられる。即ち相次で極めて 迅速に生ずる新細根の生理行動は病害の進展を阻止するに飴 りあ

るもの と解せ られ る"。 即 ち一部細根が本菌に侵 されて腐朽するも,他 の多 くの新細根によつてそ

の養分の 補給が充分であるとしたのである。然 しなが らその侵 された 細根に於ける被害部の共後

の状態に關 して報告する庭はなかつた 。

西瓜以外の胡藍科植物の本菌に対する'態 度に關する文献を求むれば 次の通 りである。FARNETI

(15)に よれば本病菌は西瓜以外に甜瓜 ・胡瓜 ・南瓜をも磯病せ しめるといふ 。福士 ・田中(16)は,

本菌は 西瓜を萎凋せ しめるが 南瓜 ・胡瓜 ・綜瓜等の 瓜類をぱ磯病せ しめることはないとし,常 谷

(22)は 胡瓜の萎凋病々原菌をFusariumniveumで あるとし,'村田 ・大原(31)は 土壌接種試験を

行つた結果によりFusariumniveumは 西瓜を萎凋せ しめるも.)胡瓜 ・南瓜 ・甜瓜 ・越瓜 ・扁蒲 ・

冬瓜 ・メロン ・縣瓜 ・苦瓜を磯病せ しめることはない とした 。而 してその理 由を,西 瓜以外の之等

瓜類はその根の一部分が本菌によつて侵 されるも新根の再生力の旺盛なるが爲に,良 くこれを屈服

して新たなる生長を績け得 る爲であるとした。

本稿は,南 瓜及びユフガホが本病冤疫性(強 抵抗性)な る所以の櫨つて來る虞を明かにせんとし

て行つた實験に關する記録である。實験を通 じて,使 用 したる病原菌は前報文(58)に 於けるもの

と同じく,九 州帝大農學部植病教室保管番號469號 菌であ り,西瓜は新大和種,南 瓜は主 として黒

皮種,ユ フガホ(扁 蒲)は 栃木一號種である。

稿を草するに當 り,種 々援助 を辱 うしたる河村榮吉氏に封 し深謝の意 を表する。

IIFusariumniveumの 侵 害 に対する 南瓜及 び ユ フ ガホの態 度

A接 種 試 験

1南 瓜 の 場 合

4月30日 に乾燥稻藁凡そ15grを 細挫 し,RlcHARDs液 を加へて充分に潤 した後加熱殺菌 し,

之に西瓜蔓 割病菌 を植えて 室温下に保つた 。6月10日 に至 り,径9寸 の植木鉢に入れた 加熱殺

菌土壌に上記の菌の培養を1/3量 つつ加へ充分に攪拌 して病土を作つた。供試植物は西瓜及び南

瓜であ り,之等は径3寸 の植木鉢に於て,加 熱殺菌土壌 に播種育成 した苗である。即ち5月29日

よip各小鉢に5本 づっ育成 し,7月5日 に至 り各鉢よりその土塊を崩すことなく静かに脱 し,大



型病土鉢に移植 し,こ の鉢 を南両せる土地に拉列 し鉢の縁邊まで埋め以て 温度温度 の激変 を防い

だ。供試病土鉢は西瓜 ・南瓜各々3個 である。外に標準対 照恒 として無菌土の鉢4個 を用意 し西瓜・

南瓜各々に2鉢 宛當てた。斯 くて9月14日 に至 り,試 験旺拉に標準対照区 の ものを総て掘取 り

根の状態 を槍 したのである。9月14日 に於ては,試 験恒の西瓜は殆んど全部萎凋枯死 してゐたの

であるが,少数 なが らなほ残存せるもの もあつた。南瓜の方は試験区のものと標準対照区 の ものと

の問に地上部位の発育 には何等の差異 も認められなかつた 。

根部の状態は如何 といふに,西 瓜に於ては,試 験区のなほ残存せるものの根は標準対照区 の もの

に比 してその発育 が甚 しく劣つてゐるのを見る。南瓜にあつては,試 験区の ものは標準対照区 の も

のに比 して,(1)細 根の敏は甚だ しく劣 り,(2)根 の基部に於て不定根を多数に生じ,(3)主 根は分

岐少く牛蒡根歌 とな り,(4)根 の色は全膿として灰 褐色を呈 し,(5)細 根の先端は褐色となつて枯

死 し,そ の生長停止の歌明かなものが紗 くない 。

以上 を要約するに,南 瓜は之に封 しFusariumniveumを 土壌接種するも萎凋症状 を呈するこ

と全 くな く,本 病害に封 し冤疫性である。然 しなが らその細根は本菌に侵害せ られ 根腐の症状を 。

呈する。

2ユ フガホの場合J

Fus.niveumを7月5日 に室温下に 馬鈴薯寒天扁雫培養とな し,7月23日 に至 りこの培養

塞天を細挫 し,豫 め 加熱殺菌せる6

寸鉢の土壌に各鉢毎に1培 養つつ混

じ且つ水を加へて灘潤に保つた。 こ

の病土に封 し7月28日 に西瓜及び

ユフガホ種子を各鉢5粒 つつ播種 し

た。 而 してこれ を室内に保 ち,そ の

後の叢病状態を観察 した 。 今その結

果 を日記的に記録すれば 次の如 くで

ある。西瓜は14日 後に2本 萎凋 し

始めた。 その被害植物を掘取つて槍

した虞,根の大部分は腐敗 し,茎 の地

際二部叉は之より1cm上 方部に於て

1cm乃 至2cmの 長 さに水浸歌軟化

を來 し,こ の部 より折曲つて 倒伏 し

てゐた。20日 後には更に西瓜1本

が萎凋 し始めた(第1圖)。 この被害

西瓜の根は 既に全 く腐朽 してゐた。

か くて30日 後には 更に1本,34日

後には最後の1本 も萎凋 した 。 ユフ
第1圖 病 土 に西 瓜及 び ユ フガ ホ を播 種後20日 を経 過 した

る時 の状 態。 左 方1本 西 瓜,右 方2本 ユ フ ガホ 。



ガホはこの時期に至るも全 く萎凋せるものを認めなかつた。

本實験は病土に西瓜及びユフガホを播種 した場合の實験である。なほ同様 の病土に封 し,殺菌土

壌 にて育域 した西瓜及びユフガホの幼苗を移植 した他の實験に於ては,西 瓜の萎凋発現が一層 短期

間に起るのを見たる以外播種實験の場合 と異 る庭はなかつた。この両實験を通じて見るに,西 瓜に

第2圖Fus.niveumに 侵 され た るユ フガ ホ(A)と

西 瓜(B)の 護 病 部 。a部 は 被 害憂 色 部

てはその細根は全 く腐朽消失 し,

主根は外観上格別の症状 を示さ

なかつたが しか し幼茎 の基部叉

は中途に於て水浸状腐朽部を生

じ,こ れ より倒伏するに至つた

のである。之に封 してユフガホ

に於ては,主 根叉は側根の最先

端部が淡褐色となつて枯死せる

のみであつた(第2圖)。

3南 瓜及び ユフガホ の主根

々端に対する 接種試験

以上記載せる虞は西瓜 ・南瓜

・ユフガホを病土に播種叉は移

植 し,土 壌中に既存の病原菌に

よつて多くの根の先端が侵 され

る状態 を見た ものである。或1本 の根が侵 された場合には,そ の根の発育 状態及び被寄生植物根

系全体 の様相はその後如何になるかを槍する目的を以て次の實験を行つた。

10月24日 南瓜及びユフガホの苗を,豫 め4日 間馬鈴薯塞天にて培養せる本菌々叢の上に乗せ

て26。Cの 室温に保つこと2日 間,幼 根の先端に菌糸の纏絡せるを確めた後,根 端を破壊するを

避 ける爲に根端周園の菌叢を寒天と共に凡

そ5mm雫 方に徴切 しこの塞天片を根端

に附着せ しめたまま幼苗を取出 し,之 等を

一部は殺菌土壌 に一部は水耕培養に移 した

のである。接種より11日 を経過 したる後

の水耕のものの根系の様相は第3圖 の如 く

である。而 して叉20日 後に於ける鉢植え

の ものの 根系の 様相ば第4圖 の如 くであ

る。之等の圖にて明かなる如 く,病 原菌を

接種 した ものに於ては被侵害主根は発育 を

停止 し,主 根の基部に生じた側根は之に替

つて長大なる生長 をな し,無 接種の対照 の

第3圖 南 瓜 の主 根 の 先 端(矢 符 號)にfusniveum

を接 種 した る場 合 の根 系 の発 育状態 。a接 種,

b対照 。接 種 後11日 を経 過 した る もの 。水 耕。



第4圖 南 瓜 の 主根 先端(矢 符號)にFus.niveumを 接 種 した る場 合 の根 系 の

発育状態。a接 種,b対照 。 接 種後20日 を経 過 した る もの。 鉢 植o

ものと比較 し発根様相が甚 しく異つてゐることを知る。

BFus.niveumの 培養陳久液が南瓜及びユフガホに及ぼす影響

著者はさきに 」翫s.nive〃mの 培養陳久液は西瓜に封 して中毒作用を有 し,こ の液に西瓜切枝を

挿 して培養する時は蒸散作用に伴つて液は吸収せ られ,葉 の周邊部 より隅 どつた様 に壊死を來すこ

とを認めた。而 して叉この液の作用には特異性がなく,西 瓜以外に トマ ト・オヂギサウ ・大豆 ・棉

をも中毒枯死せ しめ得ることを 報じた(61,62)。 西瓜蔓割病 に封 し冤疫性なる南瓜及びユフガホ

は本病原菌の培養陳久液によつて如何なる影響を受けるかを槍する爲に次の實験を行つた。

Fus.niveu〃zをCzAPEK液 にニヶ月 培養後この培養陳久液 をBERKEFELD濾 過器峯通じて無菌

とし,等 量の水を加へて稀繹 し,こ れに南瓜威葉を挿入した 。対照 としてCZAPEK原 液 を2倍 に

稀繹 した ものを供用 した。實験は夏季室温下に行つた 。

試験開始後20時 間を経て之を槍 したる庭,培 養陳久液に挿入せ るものは葉色やや黄色 となり葉

縁は少 しく乾燥の状態を示 した。葉全体 としては萎凋の状態を示すことはなかつた。44時 間後に

は葉は益々黄色 とな り,葉縁 より枯死乾燥 して内方に雀込むに至つた。これに封 し対照区の方は何

等変 朕を示さなかつたのである。か くの如き中毒症状発 現の状態 は,同 時に行つた庭の,西 瓜域葉

をFus.niveu〃zの 培養陳久液に挿入 した場合 と何等異る虞がなかつたのである。

更に又,Fus.niveu〃zのRIcHARDs液 培養ニヶ月後の 陳久液を上記同様BERKEFELD濾 過器を

以て無菌とし,こ れに西瓜 ・南瓜 ・ユフガホの幼苗の根を挿入 して25。Cに5時間 保つた後,根

を流水にて充分に濾 條後各々を水耕培養 とし,そ の後の中毒症状発 現の状態 を観察 した。然るに三

者何れ も根端よ り敷糎に亘つて幼根は腐敗 し飴色を呈するに至つたが,幼 根基部に於て新たに側根

を多敷生じ,幼茎 ・子葉 は何等病歌を発現 するに至 らなかつた。即 ちFus.niveumの 培養陳久液

に短時間 その根を挿入する時は,浸 漬せられたる部分中一部のみの壊死を來すも,一 個体全盤に亘



る中毒症状を発現 することのないのを知る。叉この状態は,本 病害に封 し罹病性なろ西瓜に於て も

將叉冤疫性なる南瓜或はユフガホの場合に於て も全 く同様であることを知る。

之を以て見るに南瓜或はユフガホが本病害に封 して免疫性を示すことは,病 原菌の獲生する毒物

(61)に封 して,この両者 が西瓜よりも抵抗 力の強い ことに原因するのではないことを知るのである。

III南 瓜茎 葉 根 の搾 出汁 液 がFusariumniveum

の分生 胞 子 の発 芽 に及 ぼす 影響

西 瓜蔓 割 病 菌 ば冤 疫 性 な る 南 瓜 ・ユ フ ガ ホ を も侵 しこれ に 根 腐 症 を惹 起 する こ と は前 述 の 通 りで

あ る 。然 しな が ら病 竈 は 細 恨 先端 の み に 止 ま り,杢 植 物 の 萎 凋 を起 す に 至 ら ない 。 こ の 事 實 は免 疫

性 な る雨 植 物 が 病 菌 の発育 に封 して不 適 當 な る生 理 的 組 成 を 事前 よ り有 す るか(静 的 抵 抗 作 用),又

は その 侵 害 に當 り 之 を 阻 止 す る が 如 く 働 く機 能 を生 ず る に 至 る か(動 的 抵 抗 作 用)の両者 の 内 何

れ か に 原 因 す る ε思 惟 せ られ る 。 著 者 は その 静 的 抵 抗 作 用 の 有 無 ・弧弱 を 槍 す る 目的 を以 て 先 づ

西 瓜 ・南 瓜 の 幼茎 根 及 び 葉 の 搾 出 汁 液 を採取 し,こ の 汁液 に よ りFus.niveumの 分 生 胞 子 を培 養

し,以 て そ の発芽 に 及 ぼ す影 響 を 比 較 した 。

A從 來 の 研 究

植 物体 の 搾 出 汁液 の 病 菌発育 抑 制 作 用 は之 を 二 途 に分 つ て 考 ふ る こ とが 出 來 る 。 その 一 は細 胞

内 含 有 物 質 の 抑 制 作 用 で あ り,他 は生 原 形 質 の 有 す る 抗 菌 的 作 用 で あ る 。

從 來 の 研 究 に よる に,細 胞 内 含 有 物 質 の 組 成 中 そ の 酸 度 に 關 して の報 告 は 少 か らず あ るが,酸 度

の 如 何 は病 害 の抑 制 に 殆 ん ど或 は 全 く無 關 係 で あ る こ とを 知 る 。

有 機 酸 に關 して は,EzEKIEL共 他(12,13,14)に よれ ば,Phymatotrichumomnivorumに 侵 さ

れ ない 軍 子葉 植 物 は,寄 主 た る雙子 葉 植 物 に な き或 種 有 機 酸 叉 は その エ ステ ル を有 し,こ れ ら単 子

葉 植 物 の搾 出 汁 液 は病 原 菌 の発育 を抑 制 す る とい ふ 。CooK・TAuBENHAus(8),CooK・WILsoN(9)

に よれ ば タ ン ニ ンは 病 原 菌 の発育 を抑 制 す る とい ふc志 村(44)に よれ ば 茶 のGuignardiacamelliae

に対する 抵 抗 性 は その 有 す る タン ニ ン量 に比 例 す る とい ふ 。反 之,鋳 方(20)に よれ ば 柿 品 種 問 の

タ ン ニ ン含 有 量 の 大 小 は そ の 炭 疸 病 抵 抗 性 に 關 與 せ ず とい ふ 。WALKER・LINDEGREN(53),WALKER

共 他(54),ANGELL其 他(3),LINK共 他(25),LINK・WALKER(26)に よれ ば,葱 頭 の 外 部 鱗 片 葉 の

着 色部 に 存 す る プロ トカテ ク酸 ・カテ コ ール は 黒癒 病 菌Colletotrichumcircinansの 侵 害 を 防 禦

す る作 用 を有 し,こ の 鱗 片葉 の抽 出 液 は 本 菌 胞 子 の 議 芽 を 阻 止 す る とい ふ 。ROC肌IN(37,38)は

Plas〃zodiobhorabrassicaeに 封 し抵 抗 性 の 強 き+字 科 植 物 は 殺 菌 力の 弧 き芥 子 油 配 糖体 を 有 す

る こ と を 明 か に した 。TIMS(47)は 甘 藍 萎 凋病 に 於 て,寄 主 植 物 根 の 搾 出 汁 液 を 以 て 病 原 菌

Fusaria〃iconglutinansの 分 生 胞 子 を培 養 し以 て その発 芽 力 を槍 した が,感 受 性 品種 と抵 抗性 品 種

の 搾 出 汁 液 の 比 較 に 於 て,病 原 菌 胞 子 の発 芽 力 に何 等 逗 庭 を見 出 す こ とが 出來 な か つた 。然 る に 同

氏 は な ほ も,同 病 抵 抗 性 品 種 に 於 け る毒 物 の 存 在 を豫 測 し,し か も これ は 含 硫 黄 配 糖体 な らん と推

論 した 。REYNOLDS(35)は,亜 麻 萎 凋病 原.Fusariumliniの 侵 害 に 封 して抵 抗 性 な る亜 麻 品 種 は

linamarineな る配 糖体 を有 しこれ は加 水 分 解 に よつ てHCNを 生 ず るの で あ る と した 。



ScHMIDT,M.(41)に よれ ばCladosporiumfalvumの 侵 害 に 封 し抵 抗 性 な るSolanu〃zracemigemm

は假 に 命名 せ るprohibitinな る ア ル カロ イ ドを 有 す るが 故に この 植 物 の 葉 の搾 出 汁液 中 に於 て は

本 病 菌 胞 子 は全く発芽 を しない とい ふ 。

GREATHousE・WATKINs(18)に よれ ばPhymatorichumomnivorumの 侵 害 に封 し抵 抗 性 な る

MahoniatrzToliolata,M.swasayiはberberineな る ア ル カ ロイ ド を 有 す るが 爲 に爽 病 せ ず,叉

GREATHousE・RIGLER(17)は 其 他 の 植 物 に 於 て も夫 々或 種 の アル カロ イ ドは 夫 等 植 物 の 同病 抵 抗

性 に 關 與 す る庭 大 な り と した 。WILTSHIRE(56)は 華 果 黒星 病 ・梨 黒 星病 に於 て,各 植 物 の 之 等 黒

星 病 の抵 抗 性 品 種 及び 感 受 性 品 種 の 葉 の 搾 出汁 液 は対照 の 水 の みの 場 合 に比 して,夫 々の 病 原 菌 即

ちVenturiainaeqaalis,Venturiapirinaの 分 生 胞 子 の発芽 抑 制 作 用 を有 す る こ と を認 めた 。

SHARvELLE(42)に よれ ば,Melanipsoraliniの 寄 生 に よ る亜 麻 の 鋳 病 に 於 て は,抵 抗 性 品 種 と感

受 性 品種 の搾 出 汁 液 は病 原 菌 胞 子 の発芽 に 作 用 す る態 度 を異 に し,抵 抗 性 品 種 汁 の場 合 に は発芽 は

少 く発芽 管 も短 かい とい ふ 。WALKER(52)はFusariZtmconglutinansvar.pisiに 抵 抗 性 の エ ン

ダ ウ品 種 よ りの搾 出 汁 液 は 感 受 性 品 種 の それ に 比 し 病 原 菌 の発育 を阻 害 す る こ と を認 めた 。 平 根

(19)は 想 思 樹銹 病 に 於 て 感 受 性 な る轍 假 葉 と抵 抗 性 な る域 假 葉 の 搾 出 汁 液 は何 れ も病 原 菌 夏 胞 子 のづ
発芽抑制作用を有 し,後者は一層 その作用が張い ことを認めた。WIRTsHIRE・SHARvELLE・WALKER・

平根等はその抑制物質の性質について何等言及 してゐない 。ST㏄K(46)・ANDERsoN(1)等 は萎類

2,3の 鋳病菌類に於て,抵 抗性寄主の葉の搾出汁液は 病原菌胞子の発芽 に悪影響 を及ぼすことな

しとした。

B實 験

西瓜蔓割病菌の侵害に封 し強抵抗性なる南瓜 は感受性なる西瓜と異 り,或 はその搾出汁液に於て

本菌に対する 生長阻止作用を有するが如 きことのなきやを検する口的を以て次の實験を行つた。.

西瓜 ・南瓜を夫々砂耕培養 し,本 葉敷葉 を出す状態 となつた時に各々敷本つつ抜取 り,各別に全

植物体 を細挫壓搾 して汁液を得た。これを各別に同一濾紙を数回通 じて清澄なる汁液 とな した。而

して各々その半量は熱湯中にて10分間 煮沸塵理 し,凝 固物を脱脂綿にて濾過分離 した。か くて得た

る西瓜、生汁 ・西瓜熱處理 汁 ・南瓜生汁 ・南瓜熱処理 汁をSeitz紙 製濾過板を以て無菌とし2ccつ

つ小型秤量管に分つて冷藏 した 。同時に対照 としてSeitz濾 過紙を 通じた殺菌井水2ccを 用意

した。供用 したFus.niveu〃zの 分生胞子は馬鈴薯寒天培養30。C2週 間の ものより,殺 菌水を以

て胞子を洗ひ落 し,無菌操作の下に濾紙を通 した濃厚胞子俘灘液である。斯め如 くして得たる胞子

はその大部分がmicroconidiaで あるが,時 にmacroconidiaの 幼稚なるものの混 じたこともあ

る。菌糸 片の混入は全 くない 。 この浮游液 より上記各試験液2ccに対 し0.1ccつ つ無菌操作の

下に分ち,300Cに9時 間乃至10時 間保つた後,各区 にthymolの 小片を加へてその後の菌の発

育を抑へ冷藏箱に保管 し,然 る後各区順次にその胞子の発芽 率並に発芽 管長を調査 したのである。

本實験は時 日を置いて2回 行つたのであ り,以 上は第1回 の際に採つた方法で あるが,第2回 目

には搾出汁液は葉片を除去 した淺 りの部分 より之 を得たこと以外は殆んど全 く第1回 の操作 と同

様であつた。實験の結果を第1表 ・第2表 に示す。



第1表 西 瓜拉 に南 瓜 の搾 出汁 液 がFus.niveumの 胞 子 の発芽 に

及 ぼす 影 響(1)x爽 芽 胞子600個 の平均,単位 μ

搾 出汁 液の種類

南 瓜 生 汁

南 瓜 熱 威 理 汁

西 瓜 生 汁

西 瓜熱処理 汁

対照(水)

発芽胞 子 敷

711

936

770

709

439

不発芽 胞子 敷

8

12

82

18

163

測 定 全敷

719

948

852

727

602

爽 芽 率

98.9

98.7

90.4

97.4

729

発芽管長

199

140

124

171

33

第2表 西 瓜 蛇 に南 瓜 の搾 出汁 液 がFttS,nlvcumの 胞子 の畿 芽 に

及 ぼ す 影 響(II)x幾 芽 胞子500個 の平均,単位 μ

搾出汁液の種類

南 瓜 生 汁

南 瓜 熱 塵 理 汁

西 瓜 生 汁

西 瓜 熱處理 汁

対照(水)

護 芽 胞子 敷

578

564

479

974

493

不発芽 胞子数

9

4

15

5

90

測 定 全敷

587

568

794

979

583

登 芽率

98.5

99.3

97.0

99.5

84.6

登 芽 管 長 暑

45.5

55.6

50.1

42.1

36.4

第1表 及び第2表 によりて明かな如 く,本病害に封 し免疫性なる南瓜と鮒 も,そ の搾出汁液は感

受性なる西瓜の搾出汁液 と全 く異る虞なく,両者 共病原菌胞子の発芽 を抑制 しないのみか対照 なる

水の場合に比 して発芽 率が 大 となつてゐる。のみならず発芽 管長に於ても対照区 に勝つてゐるの

第5圖 南 瓜及 び 西 瓜 の茎 根 の搾 出汁 液 に

於 け るFκS.niveumの 分 生 胞 子 の

発芽状態。a西 瓜 無處理 汁,b井 水,

c南 瓜無 虚 理 汁,d西 瓜 熱處理 汁,

e南 瓜熱處理 汁o各 々30。C,10時

間後 の状態 。

である。 生汁と熱處理 汁 との 比較に於ては,大 盤に

於て 生汁の方には幾分の 叢芽抑制作用が存するもの

の様に思は しめるものがあるが,こ れは抵抗性なる南

瓜の場合に於ても將叉感受性 なる西瓜の場合に於て

も同様であることがわかる。なほ第2回 試験の際の

胞子発芽 状態を圖示すれば第5圖 の如 くである。即

ち生汁に於ては 南瓜 ・西瓜の汁液間に 殆んど差がな

く何れ も対照 より良好なる焚育を示 してゐることを

知 り,熱処理 を行つた汁液に於て胞子の発芽状態 は最

も良好であることを知る。

C考 察

植物鐙の搾出汁を以て病原菌の発育 を試験 した 研

究者は少からずあ り,その一部は研究史に於て記録 し

た通 りである。而 して その 多くの ものはこの病原菌

の発育 阻止作用の 原因を汁液中に存する 化學物質に

婦 してゐる。



Fus.niveumの 分生胞子の焚芽 力に及ぼす西瓜及び南瓜の搾出汁液の影響を比較 して見るに,汁

液の胞子発芽 阻止作用と蔓割病耐病性の強弱 との闇には殆んど全 く關係がないものと思はれる。即

ち両植物の場合を通じ,対照 の水を以てせる場合 よりも発芽を促進 し,而 もその作用はほぼ同様程

度であつた。搾出汁液 を熱処理 した ものと之を行はなかつた ものの比較に於ては,両者 の作用に大

差 を認めないが大区 に於て熱處理 を施 したものの方が 爽芽率高 く叉発芽状態 もよい。 この事實は

西瓜とユフガホとの比較 を行つた他の實験に於て も同様であ り,生 搾出汁液は,た とへ対照 なる井

水の場合 よりも胞子の稜芽を一層 促進せ しめるとしてもなほそこには加熱によつて分解する何等

かの焚芽抑制物質が存するもの と考へざるを得ない 。

CHONA(6)は 馬鈴薯塊茎の病原菌なるFus.coeruleum,PhytoPhthorae2ythrosePtica,PythiumsP・

を華果に,叉 華果々實の病原菌なるBotrytiscinerea,Fus.fructigenumを 馬鈴薯に接種 した場合,

之等の菌が 被接種植物を磯病せ しめ得ないのは夫 々の植物が 之等病原ならざる菌類の有する酵素

の働作を阻害する作用を持つ爲であるとした。Fas.niveumの 分生胞子の爽芽に対する 西瓜或は

南瓜の搾出汁液の場合を見るに,一 は感受性であ り一は抵抗性である庭の両者 共にほぼ同様な発芽

抑制作用を極微弱なが ら有するのであ り,而も之は加熱によつてその作用を失ふのであつてCHONA

の録 した場合 とは異 るのである。EZEKIEL(11)はPucciniagraministriticiの 敷種の生態型に封

する抵抗性及び 感受性小変品種の葉の 搾出汁液の病原菌胞子発芽 抑制作用が その抵抗度に比例す

ることを認めた。併 もこの作用の開きは,そ の汁液に熱処理 を施すことによつて減ずることを認め

た 。Fus.niveumの 胞子の発芽 に対する 西瓜及び南瓜茎根の生搾出汁液の抑制作用は,これが感受

性なる西瓜の場合に於ても叉抵抗性なる南瓜の場合に於てもその程度はほぼ同様 であ り,而 して加

熱することによつて容易にその作用を減ずることにより,著者は之を生原形質の有する一般的抗菌

作用(4,23,24,27,32,33,35,48,64)に 基づ くものであると考へる。

而 して叙上の如 く南瓜は(ユ フガホの場合 も同様に)そ の生汁中に多少の喰菌作用若 くは抗菌作

用を有 してゐるにも拘 らず,そ の強さは本病に感受性なる西瓜の生搾汁液の場合 と殆んど異 る所が

ないが故に,南 瓜がFus.niveumの 侵害に対する 抵抗性の因子は之をその搾出汁液の作用に求む

べきでない と考へる。

IV南 瓜及びユフガホの被害部の病理解割

A實 験 方 法

Fus.niveumを 馬鈴 薯塞 天 扁 平 培 養 とな し,2日 乃 至10日 を経 過 した もの に封 し南 瓜 及 び ユ フ

ガ ホ幼 苗 を置 き,そ の 根 端 を菌 叢 に鰯 れ しめて これ を20-30。Cの 温 度 下 に 敷 日間 保 つ た 。 寒 天

面 は 之 を水平 に 保 つた 場 合 が 多 い 。 南 瓜根 に対する 本 菌 の 侵 入 過 程 蛙 に そ の 後 の状態 を観 察 した

もの の 場 合 に は苗 が 直 立 す る様 に塞 天 面 を垂 直 に保 つ た こ と もあ るが,水平 ・垂 直 何 れ に 於 て もそ

の 結 果 は 同様 で あ つ た 。 一 定 時 日経 過 後,苗 を取 出 して フ オル マ リ ン 酒 精醋酸 固定 液 に 投 じ,後

ZIRKLE法(65)に よつ て パ ラフ ィ ン に封 じ,厚 さ10μ のミクロ トー ム切 片 と した 後,FLEMMING

染 法 或 はSudanIIImethylgreen染 法(63)を 行 つ て これ を槍 した の で あ る 。叉 時 に 生 材 料 を剃



刀切片として 染色後 之を検した 場合 もあつた。組織内にsuberin化 部形成の 如何を槍する爲に

は,病 原菌を接種後苗を水耕或は殺菌土に植えて10日 もしくはそれ以上を経過 した ものにつ きこ

れ を槍 した場合が多い。之等の實験を行ふに當 り西瓜をも同時に同様 に処置 して比較に供 した 。

BFus.niveumの 侵入部位及び侵入方法

西瓜蔓割病々原菌Fus.niveumは 本病冤疫性なる南瓜 ・ユフガホに封 して もその根冠部叉は根

の伸長生長部附近の細胞闇を貫通 して侵入する。 その状態 は西瓜根冠部及び その附近に対する 場

合(58)と 全 く同一である。侵入後の菌糸 は細胞内にも侵入する。細胞膜自体は崩壊 すること少く,

組織の崩壊 甚 しき部分に於ても細胞膜はなほ形骸を保つてゐる。被害組織に於ては,細 胞内容は先

づ 原形質分離を起 して細胞中央に凝縮 し,後 砂粒状 時に泡沫状崩壊を示すに至る。一般にかかる変

化は漸進的に行はれるものの如 く,病 細胞原形質の急激 なる変質によく件ふ褐色々素の集積に原因

する黒色壌死を認めない 。被害組織は全体 に渉つて次第に染色性に乏 しくなる。核は後に至るも

残存するを常とする。根の先端に近き部分の皮暦に於ては,被 害は急激に拡大 するも,心 柱内に於

ては菌の侵入面に近き靱皮柔細胞の木化の爲に菌の蔓延は著 しく抑制せられる(第6圖a.b.c)。

西瓜に対する 本菌の侵入に際 しては,根 毛を生 ぜる部位及びこれ より古き根の表皮に封 し本菌の

侵害 し難い理由を,そ の部分に直ちに形成する若 くは既に形成 した栓質化せる外皮の抵抗力に帰 し

第6圖Fus.niveumの 南 瓜及 び ユ フガ ホ の根 へ の 侵 入 。a.b.d南 瓜,cユ フガ ホ。



たのであるが(58),南 瓜及び ユフガホに於ては西瓜に比 してこの外皮の形成遅 く,幼根皮暦部の側

面よりの侵害は厘々これ を認める。然 しながら多 くの場合,皮 層細胞膜が多少は木化する爲に被害

部 と難 も組織は崩壊 を來さずそのまま形骸を保つのを常とする。又内皮のsuberin化 も西瓜の場

合に比 して遅 く,根 の側面 より皮暦を侵 した本菌の菌糸 は往々に して心柱内にまで侵入する。侵害

を受けた心柱内組織はは全 く崩壊 し,心柱内部は菌糸 を以て充満 しstroma歌 となる(第6圖d)。

南瓜及びユ フガホの幼茎(胚 軸)基 部に於ても,本 菌は時にその細胞間 を貫通 して侵入するので

あるが,周 園皮暦の急速なる木化の爲に被害は常に局部に限定せ られ,拡大 しないことが多い 。

C細 胞の木化現象

1侵 害部附近の組織の変化

南瓜及びユフガホの幼根の側面 より侵入 した場合,或 は幼茎基部の皮暦に侵入 した場合にその周

園の柔細胞膜が木化することもあるが,心 柱内組織に於てはか くの如 き現象が常に見 られる・即 ち

健全部の内,被 害部に面 した 心柱内組織は その細胞膜壁が肥厚 し,し か して之が木化 しMethyl

greenに 濃染性を示すに至る。か くの如 く変質せる細胞膜に封 しては,Fus.niveumは 之を貫通

すること困難なる如 く,細 胞膜の木化せるものには病原菌の侵入を認め難い。細胞膜のか くの如 き

肥厚木化に伴つて,若 くは之に先行 して,靱 皮柔細胞内に樹脂様物が形域せられ始め,つい にはそ

の細胞内に 充満するに至 り,し か も叉細胞間内 にも これを認めるに至る。 この大量の 沈積物は

FLEMMING染 にて赤,Methylgreenに て青,Phloro91ucin及 盛酸にて赤,濃 硫酸,王 水,濃 苛性

曹達液,二 硫化炭素に共に不溶であ り,熱 硝酸,盛 素酸加里添加監酸に溶解 し,傷痍 ゴムであるこ

とを認める。第7圖 は南 瓜及び ユフガホの靱皮部共他に於ける傷痍 ゴムを示 した ものである。傷

第7圖 被 害 根 に生 じた る傷痍 ゴ ム。a南 瓜,bユ フガ ホ。

痩ゴムは心柱内に生ずるのみならず 皮暦内にも生ずる。 皮暦内に生 じた傷痍 ゴムは往々に して亘

大なるゴム窩を形成することもある。叉根冠部より病原菌が侵入 した場合には 根冠細胞闇隙に屡

々傷痍 ゴムの填充を見る。傷痍 ゴムは西瓜の被害組織内にも発現する。然 しこの場合には傷痍 ゴ

ムの形成が極めて微弱であ り,傷痍 ゴム形成の爲に菌の蔓延の阻害せ らるるが如きことは稀である

のに封 し,南 瓜及び ユフガホの場合にはその形成が極めて旺盛であ り,こ とにユフガホに於て顯著



である。傷痍 ゴム内には時に極めて少数 の菌糸 の存在 を認めることがあるが,多 くの場合にはこれ

を認めず,傷痍 ゴムは菌糸 の蔓延を甚 しく阻害 してゐるものと観察せられる。

2被 害幼根内の.Fus.niveumの 分布及び組織の崩壊 程度 と傷痍 ゴム ・木化細胞膜の分布状態

Fus.niveumの 菌叢上に幼苗を置いて磯病せ しめた南瓜及びユフガホを2日,3日,4日,10日

後に取出 してこれを固定 し,連続 切片 とし,系 統的にその被害状態 ・病原菌の繁殖蔓延の=状態 ・傷

疲 ゴム拉に細胞膜の木化の進行程度等を記録 した 。その結果は第8圖 乃至第13固 に示した 。

第8圖 南 瓜 ・ユ フガ ホ の 被 害 幼 根 内 のF鳳 π勿餌 〃2の 分 布 及 び 組 織 の変化 の模 式 圖 。

a.b… …e.fは パ ラ フィ ン埋 藏 片 の 順 位,1は菌糸 少 量 の 存 在 を,2は菌糸 が

多 量 に存 しstroma歌 を呈 せ るを,3は 組 織 の崩 壊 を,4は 細 胞膜 の顯 著 な

る木 化 を,*符 號 は傷痍 ゴ ムの 存 在 を示 す 。 又 黒 斑 は 外 観 上変 色 せ る部 。

A-Eは 南 瓜,EGは ユ フガ ホo

第8圖 中A.B.Cの3個体 は接種のまま30。Cに て4日 間保つた 南瓜の幼根を示 したのであ

り,D.Eは20。Cに て4日 間保つた南瓜根を示 し,F.Gは コ・フガホであつて,Fは30。Cに て

3日 間保つたものの根を,Gは30-32。Cに て10日間 保つた ものの根を示 したものである。各個

体のab・ …・・efは パラフィンに埋藏 した場合の切断順位である。第8圖 の其他の符號中,1は

Fus.niveumの菌糸 の中小度の発育 を示 し,2は菌糸 の繁殖甚 しくstroma歌 と化 した ものを示

す。3は 被害組織の崩壊 の甚 しいことを示し,4は 細胞膜壁の顯著な木化を示す。叉ee符 號は傷

疲 ゴムの存在を示 し,黒 斑点 は外観上変 色 した部分 を示すものである。なほ 又 第8圖 はすべて試

験苗の主根のみに關して録 し,側根の被害拉にこれに影響せ られた主根又は茎内部の被害状態 につ

いては記録を省略してゐる。但 し第8圖Gに 於ては2本 の不定根について も記録 してゐる。

今第8圖A苗 について見れば次の通 りである。a部 に於ては,組 織は甚 しく侵 されて全 く崩壊



し,染 色性に乏 しく,菌糸 は共量極めて多 く心柱内は全 くstroma歌 と化 してゐる。b部 にて も略

々同様の状態 を示 してゐる。c部 にては心柱内の菌糸 はやや多量であ り,靱 皮柔細胞は細胞内及び

細胞間に傷痍 ゴムを少々生 じてゐる。又靱皮柔細胞の細胞膜の木化せるものも極少数 認められる。

d部 に至つて靱皮柔細胞内外の傷痍 ゴムは極めて多量とな り,心 柱内の柔細胞は,一 般に,導 管壁

と共に木化が進行 し,心柱内に菌糸 を認めない。e部 に於ては,心 柱内は何等病変 を示 してゐない。

然 るにe部 の中央部に至つて側根の甚 しく侵 された ものがあ り,その結果この側根維管束の走入せ

る部分 より上方部の心柱内にて菌糸 は再び多量となる。

Ae部 に現はれた側根の被害状態 蛙に傷痍 ゴムの分布状態 を圖によつて示せば第9圖,第10圖

の如 くなる。圖はすべて左方が 基部右方が先端の方向を示 してゐる。第9圖 の(a)は 側根維管束

第9圖 南瓜被害部 に於 け る組織変化 の連続 圖1。 本 圖は第8圖Ae部 に

現はれた る側根の圖1。 圖中左方は根 の基部,右 方は根 の先端 に

近 き部分,以 下 の圖に於 て も総 て同 じ。

が 既 に 主 根 維 管束 に走 入 した 部 分 を示 した もの で あつ て,維 管 束 内 に 少 量の傷痍 ゴ ム を生 じた 部 分

が あ る が 大 部 分 の もの は 完 全 で あ る 。 これ よ り先 の 方(b)及 び(c)に 於 て は靱 皮柔 細 胞 内 に傷痍

ゴ ムが 多 量 に 生 じて ゐ る 。(d)に 至 つ て や や 減 少 を 見せ て ゐ る 。(b.c.d)は 夫 々第1O圖 の1.2.

3を 低 廓 大 にて 撮 つた もの であ つ て,第10圖 の1.2.3に 於 て よ くその 有 様 を 窺 ふ こ とが 出來 る 。

第10圖 の3.4よ り 次 第 に根 の先 端 め 方 へ 降 る に した が ひ,1.2に 於 て 多 量 であ つ た傷痍 ゴ ムが

次 第 に減 少 して ゐ る 。 而 して4に 於 て は 心柱 内 に 少 量の菌糸 を認 めた が,5.6.7に 至 つ て 心 柱 内

に菌糸 が 増 加 して ゐ る 。8.9に 至 る に 及 ん で,そ の 根 の 上 方部 に 於 て 一 度 減 少 した傷痍 ゴ ムが 再

び 増 加 し,10に て は 心桂 内 は 殆 ん ど傷痍 ゴ ム に よつ て 占 め られ る に 至 り,而 して菌糸 は 所 々に東

歌 と なつ て存 して ゐ る 。更 に下 方 の11.12に 於 て は,組 織 は全 く崩 壊 し菌糸 はstroma状 とな つ

て ゐ る の で あ る 。

か くの 如 き側 面 よ り菌 の 侵 入 の ない 根 に 於 て,先 端 部 よ り侵 入 した 菌 が その 心 柱 の 上 下 の 位 置 に

於 て 分 布 の 不 同 を示 す こ と 蛙 に これ に 件 ふ傷痍 ゴム の 分 布 の不 同 は,南 瓜 根 に 於 て も,侵 入 せ る

Fus.niveumが 西 瓜根 に侵 入 した 場 合(59)と 同様,microconidiaの転流 を行 ひ,以 て病 竈 の転

移 を起 す こ との あ る を推 察 せ しめ る 。

第8圖B苗 に 於 て もA苗 と同様 で あ る 。a部 に て は組 織 は全 く崩壊 し,残存 せ る もの は 細 胞 膜

と導 管 の み で あ り,染 色 性 に 乏 し く,菌糸 は甚 だ 多い 。b部 に 於 て は 組 織 は未 だ全 くは崩 壊 して ゐ



第10圖 南瓜被害部 に於 ける組 織変化 の連続 圖II。 本 圖は第8圖Ae部 に現はれた る側根の圖2・

ない 。菌糸 は甚だ多 く,導 管の周囲に多少傷疾 ゴムを生じた部 もある(第11圖4.8)。c部 に於て

も心柱内に菌糸 の走行せるものが多いが,組 織は甚 しくは崩壊 してゐない。導管内外に傷痍 ゴムの

集積が少くない。靱皮柔細胞膜の木化 したものは未だにない(第11圖3.7)。d部 に至 り靱皮組織

内に傷痍 ゴムの集積が甚だ顯著にな り細胞膜にも木化 した ものが少からずある(第8圖Bd,第11

圖2.6)。 この部よ り下端の方には菌糸が存するが,傷痍 ゴム部及び これ より基部の方には菌糸

を見出 さない。e部 の下方にては心柱内に傷痍 ゴムを生じ,諸 細胞は膜壁の木化が顯著である。e

部の中央より上方部は所々に細胞膜の木化せるものを 少々見る以外全 く健全なる様に観察せられ

る(第11圖1.5)。

第8圖C苗 に於ては次の通 りである。根の先の方なるa部 は全 く崩壊 して居 り,染 色性に乏 し

く,菌糸 はstroma歌 を呈 し,そ の問に黙々傷痍 ゴムの存在せ るを見る。b部 に於ても最下端部で

は心柱内 ・皮Pg内 の菌糸 は多量でstroma歌 をなし,根 の全組織は崩壊 して居 り(第12圖8.7),

且つ全区染色性に乏 しい。その上方部に於ても心柱内柔組織の崩壊は顯著であ り,菌糸 はその間 に



第11圖 南 瓜 被 害 部 に於 け る組 織変化 の連続 圖III。 本 圖 は 第8圖B苗 を示 し,

下段 の もの は 夫 々上 段 の もの の 一 部 を廓 大 せ るもの 。1.5は 第8圖B

のe部 中 途 を,2.6は 同 じ くd部 中 途 を,3.7は 同 じ くc部 中途 を,

4.8は 同 じ くb部 中途 を示 す 。

第12圖 南瓜被害部 に於 け る組織変化 の連続 圖IV。 本圖は第8圖C苗 のb部 を示 し,

1は その上方部で あD以 下順 にその下方 を示す。



充満 してゐる。而 して心柱内にはやや多量に傷痍 ゴム を生じ導管の閉塞せられてゐるものもあ り

(第12圖6),な ほ全膿染色性不良である。その上方部に於ては,心 柱内柔組織は木化が進み,靱

皮部附近には傷痍 ゴムの形域が甚だ顯著である。心柱内には菌糸 を認めるもその量は多 くない(第

12圖5.4)。 更にその上方部に於ては,心 柱内柔組織は略々正常であるが 導管とその周圏蛙に靱皮

部は木化が顯著で,こ とに初生導管内には傷痍 ゴムの填充 してゐるものを見る。而 して心柱内こと

に導管及びその周囲 に菌糸 の進出せるを見る(第12圖3.2)。b部 の最上方に於て もなほ導管周園

組織 内に菌糸 を見出し,組 織の木化は弱度であ り,傷痍 ゴムは少い(第12圖1)。b部 の上方に績

くc部 に於ては,初 めは菌糸 が存在 し,心 柱内組織は導管部やや顯著に木化 し傷痍 ゴムを鮎々爽

見するも,上 方部に至るに從ひ次第に傷痍 ゴムを減じ,叉菌糸 を見ない様になる。

第8圖C苗 の幼茎(胚 軸)基 部に於て側面より皮暦を侵 し,皮 層の局部腐敗を來 してゐるのを

見る(第13圖)。 即ち病原菌は表皮細胞の縫合部 より皮暦内部を侵害 し之を崩壊せ しめるのであ

第13圖 南瓜被 害部に於 け る組織変化 の連続 圖V。 幼茎(胚 軸)基 部 の被害。

る(第13圖4.3)。 然 しなが らその 周在の皮暦柔細胞は顯著に 木化 し病竈の接大を阻止 してゐる

(第13圖2.1)。 か くて茎側面よ りの病竈は維管束に達することを得ず,局 部症 として絡るものと

思 はれる。

第8圖 のD苗 及びE苗 は20。Cに て4日間 接種 した ものである。之等に於て も前記A.B.C

各苗に於けると同様,根 の先端部は病原菌によつて甚 しく侵されて全 く崩壊 し,菌糸 はstroma状

となつて存 し,こ れ より上方部に至るに從つて次第に傷痍 ゴムの発生を見出 し,細胞膜は木化 して

菌糸は漸減 してゐるのを見る。

第8圖 のFは ユフガホ苗であ り,30。Cに 於て3日間 接種の ものである。 その最下端a部 の先

端に於ては,組 織は全 く崩壊 して形態を止めてゐず,菌糸 はstroma歌 を呈 してゐる。そのやや上

方部に於ては,菌糸 は急に減少 し,心 柱内には傷痍 ゴムが多量に見られる。かくてb部 に至るや,

心 桂内は木質部の顯著なる木化以外に何等の病変 をも認めない。

第8圖 のGは やは リユフガホ苗の根を示 し,30-32。Cに 於て接種10日 を経過 した ものである。

今その主根なる(1)に ついて見れば,a部 にては組織の崩壊 が甚 しく菌糸 も多量である。b部 に於

てはその下方部はaと 同様であるが,甚 しく侵 された心柱内に黒占々 傷痍 ゴム を磯見する。b部 の

上方に於ては菌糸 は存在するも多量ではな く,心 柱内には傷痍 ゴムを多量に磯見 し,細 胞膜の木化

せ るもの も少 くない。c部 に於ては,下 部はb部 上方 と同様であ り,細 胞膜の木化及び傷痍 ゴムの



鮎々と形成せるを見るも菌糸 の蔓延を阻止 してゐる状態 は明かで ない。cの 中途に至つて細胞膜

の顯著なる木化に從つて菌糸 の蔓延は全 く阻止せ られてゐる。Gの(II・III)な る不定根に於ては先

端の一部分が崩壊するのみで,その直上方部は顯著なる木化と傷痍 ゴムの形成の爲に極 めて速かに

菌の侵犯を阻止することに成功 してゐるものの様である。

南瓜或は ユフガホに於て接種後2日 を経過 した ものの場合には,根 端或は その附近 よりの菌糸

の侵入及び之に伴ふ組織の崩壊 の状態 を見るが,心 柱内の傷痍 ゴムの形成及び細胞膜の木化はなほ

極めて初期の状態 を示すのみである。

以上の観察結果について注目を惹 くことは,第1に=.フ ガホは南瓜に比 して傷痍 ゴムの形成及

び細胞膜の木化が一層 早いことであ り第2に は 側根或は不定根は主根に比 して上記の反応 が一層

速かなことである。

以上 を要 するに,Fus.niveumは 南瓜或はユフガホの根端より心柱内に侵入するも,そ の上方部

に存する心柱内組織の顯著なる木化現象(細 胞膜の木化蛇に傷痍 ゴム形成の現象)の 爲に菌糸 の

上方への蔓延は阻害せ られてゐることを知 る。

3病 原菌の侵害以外に原因する木化現象

心柱内部組織の木化現象は本病原菌の侵害の場合のみに起る ものではない。

南 瓜根端1cmを 切噺 して300Cの 漁室に4日間 保管 した後之を槍 した処切断面より撒粍に亘

つて心柱内部の木化現象を認めたのである。

叉,Fus.niveumのRlcHARDs液 培養ニヶ月 の 陳久液 をBERKEFELD濾 過器を通じて無菌 とし,

これに西瓜 ・南瓜 ・ユフガホの子葉開展直前の苗の幼根を挿入 し250Cに5時 間保つた。然る後

これ らを充分水洗 して水耕培養に移 し,温 室に保管 した 。か くて陳久液処理 より13日 を経て各々

の根を抱水クロラ ール飽和水溶液に投入 し,穫更に10日 後に之を槍 した。か くする時は,健 全部は

無色透明で維管束の配列を明瞭に認め,陳 久液の毒作用によつて 枯死した る下方部 も無色透明と

な り,而 もその心柱内容は全 く崩壊 してゐるのを見る。而 してその中間 に位する木化現象の起つ

た部分は黄色を呈 し不透明である。か くの如き方法によつて 培養陳久液に対する 三植物の根の心

柱内組織の反鷹を検した 庭,西 瓜は12mmに 渉つて変色 してゐる も全区やや淡色,木 化の不充分

なるを示すに樹 し,南 瓜は10mm変 色 し,ユ フガホ に於ては3mmの変 色であつた。即 ち心柱

内組織の木化現象はF〃s.niveumの 形成する毒物によつて枯死若 くは枯死に瀕せる組織の上方部

(基部方向)に 起 り,附 傷せ る場合の 傷面附近の組織の変化 と同様で あることを知る。而 して西

瓜 ・南瓜 ・ユフガホ三者の比較に於ては,こ の反応 は西瓜が最も不明瞭で且つ長き部分に渉つて行

はれ,南 瓜は明瞭であるが西瓜に次い で 長き部分にこれが行はれ,ユ フガホはその反応 が最 も明瞭

であ り,その行はれる範囲 は最も狭い。本實験の場合,南 瓜 ・ユフガホには木化現象の外 コルク防

衛暦の形成 をも認めたのである。

なほか くの如き木化の発現 するまでの日数 を調査 した庭,陳 久液処理 後15-35。Cの 温室内で水

耕 した場合には南瓜 ・ユフガホ共に3日 目にこれが形域を確認 した。

D被 害根に於ける防衛 コル クの形成



正常の胡藍科植物根に於ては根毛の 老域 した部分 よ り上方即ち基部の方に於て先づ 外皮が形成

せ られ次で内皮もsuberin化 する。Fus.niveumが 根の側方より西瓜を侵 した場合には之等組織

が病原菌の侵害の防衛に當つてゐることは前報告(58)の 通 りである。然 るに根端よ り病原菌が侵

入 し心柱内に菌が蔓延 した後に於ては,西 瓜は防衛に役立つに充分な組織若 くは機能を有せず,か

つ相次い で 行はれる病原菌のmicroconidiaの 導管水中の転流の爲に隔つた上方部に対する 病竈

の転移 が容易に起 り,つい には全個体 の萎凋を來すものである(59,60)。

南瓜及び ユフガホに於ては上に記 した如 く,病原菌の心柱内侵入後 と難もその直上組織の木化現

象の進行の爲に菌の蔓延は阻止せ られてゐるのである。然 しなが ら以上 は主 として菌の侵入後短

時 日を経過 した もののみについての實験結果であ り,しか もその多くは硝子器内に於ける不正常の

状態下に於ける實験の結果であつた。正常の状態 に於て,し かも長時 日を経過 したものに於ては如

何 なる変化 を生じ,依 つて以て被害を局部に限定 し得てゐるのであるかを検する爲に次の試験を行

つた。

1根 端に病原菌を接種 した場合の観察

根長5-8cmの 南瓜及びユフガホの根端を.Fus.niveumの 馬鈴薯塞天扁雫培養2日 の ものに

鰯れ しめ,30QCに2日 閻保 ち,後 一部の個腱を水耕に移 し,他 を殺菌土壌に植えて温室(15-35。C)

に保管 し,18-21日 後にその根端を剃刀により縦断切片 とし,SudanIIImethylgreenの 重複染

を施 して鏡検した 。鏡検の結果によれば(第14圖a.b),根 端は切断せ られた如 き状態 を示 し,皮

層は淡青染 し且つユフガホに於てはその崩壊が甚 しい。内皮の壁は赤染 してsuberin化 せるを示

し,顯微鏡的には太 き2本 の線 となつて現はれてゐる。心柱内部組織は その先端附近に於て内皮

同様顯著に赤染 してゐるのを見る。この赤染部 より上方は正常の状態 であ り,赤染部の下方には木

化 した組織が少々残存 する。

第14圖 南瓜及 び ユフガホの被害根 に於 ける心柱 内に形成せ られた る

コル ク防衛 層(矢 符號)。a南 瓜,bユ フガホ。

之を以て見るに南瓜及びユフガホに於ては,心 柱内被害部の上方に形域せられた木化組織まで腐

朽 し,そ の部の後方に於て 心柱内の一聯の柔細胞はその膜壁 をsuterin化 し,こ れによつて被害

拡大を完全に防衛 してゐることを知るのである。



次にFus.niveumの 接種 より心柱内組織の木化及び コル ク化を來すまでの 日勲を知る爲に,南

瓜幼苗の主根先端に本菌を接種後苗を水耕に移 し,15-35。Cの 温室に保ち毎日その少数宛を抱水

クロラール飽和水溶液に投じて10日 に及んだ。然る庭,接 種後3日 以上を経過 したるものに於

て心柱内組織の木化せるを明かに認めたのである。叉同材料を切片とな しSudanIII染 色を行つ

た庭5日 を経過 した ものに於てその コルク化の進行せ るを見,10日 内外にして之が完成するのを

認めた。然るに西瓜を病土に播種 し萎凋発現 と同時に上記同様の處理 を施 した ものに於ては,著 し

く腐朽 した根の所々に極めて微かに心柱木化現象の進行せ るを認めたに過 ぎなかつた。

2病 土に栽植せられた南瓜根に於ける観察

夏 日三ヶ月 野外に於て病土に育成 した庭の南瓜の被害根端を パラフィンに封じ ミクロトーム切

片 とし,FLEMMING染 蛇にSudanIIImethylgreen染 を行つた結果は第15圖a.bの 如 くであ

る。aは 皮暦をなほ残存 する幼根を示す。内皮は明かに コルク化 して濃染性を示し,靱 皮柔細胞

第15圖 病 土に栽 培せ られた る南瓜の被害根 に於 け るコルク防衛暦 の形 成。

a幼 根,b肥 大生長根。

も被害部に面 した部分が一様にコル ク化 してゐる。皮暦 も先の方に於て コルク化せるをを知る。第

15圖bは 肥大生長中の古 き根であつて皮暦は既に脱落 してゐる。周皮は外部に敷暦よ りなるコル

ク質の栓皮を形成 してゐる。導管内には樹脂様物(傷痍 ゴム)の 存する所 もあ り,叉多数の填充醗

を認める。木質部は木化が顯著である。被害面に於ては,分 厚きコル ク暦が周囲 形域暦起原の柔組

織なる周皮を保護 して菌の侵害 を阻止 し,靱 皮部は コル ク化 し,導 管を除 く周囲の木質部細胞 もそ

の最外壁はsuberin化 せるを見る。この コル ク組織の下方(外 方)に は青染せる木化組織の残存

物を附着 し,一部には亘大な傷痍 ゴムを附着 してゐるのである。

か くて病土に栽培せられた南瓜根に於ても,被 害根に於ける心柱防衛はsuberin化 せる組織に

よつて行はれてゐるのを知 り,導管部は内部の填充によつてこれを行つてゐることを知るのである。

3防 衛 コルク形成の位置

以上 は被害根を縦断 して調査 したのであるが 防衛 コル ク形成の位置をなほ適確にする爲に次の

實験を行つた 。即 ち根長5-8cmの 南瓜幼苗の根をFus.niveumの 胞子及び菌糸 片の浮游液に

漬 した後1日 を経過 して病土に植え,約 一ヶ月 後に95%酒 精にてその根端を固定,パ ラフィン



に埋藏,連続 横断切片を作つた。而 してこれにSudanIIImethylgreen染 を施 し心柱内の コルク

化 を逐次観察 した。その結果は次の通 りである。

根の残存せるものの最先端に於ては,内 皮はコルク化せるも心柱内は全体 木化 し導管は傷痍 ゴム

によつて閉塞せられたるもの多 く,靱 皮柔細胞内外に も傷痍 ゴムが多量に認められ,そ の細胞膜は

肥厚 してゐる。即ちこの部は前に述べた処の木化現象による被害振大防止に域功 した部に當る。こ

れ を少しく根基部即ち上方へ進めば導管に近い庭の2,3細 胞は肥厚 し,各 細胞膜の内部は 木質反

磨 を呈するが,そ の膜の両側は赤染 し明かにsuberin化 してゐることを知る。この柔組織のコル

ク化は根の基部に向ふに從つて磯現が多くな り,つい に導管拉に靱皮部 中央を包園するに至る。し

か も導管内部及び靱皮部中央には傷痍 ゴムの存在がなほかな り多い。ついには導管周園組織 もコ

ル ク化 し,中 には少数導管の管壁すらsuberin化 せるものもある。心柱内諸細胞膜のsuberin化

は被害根の上方に至るに從つて大量 とな り,靱皮部中央 も傷痍 ゴムを有 しない部分 は全 くコルク化

するを見る。か くて最も廣範囲 に組織壁のsuberin化 した部分にては導管の大部分のみが コルク

化 してゐないだけである。かかる部分に於て もなほ2,3の 導管内 ・靱皮組織内には貼々傷痍 ゴム

を見るのである。 この部分 をなほ上れば傷痍 ゴム を生 じたる部分の周園に存する柔細胞を除いて

は コルク化細胞を見ない様にな り,か くてその上方は健全部に連絡 してゐるのである。心柱内組織

の コル ク化は,試 験南瓜の主根にては1mm乃 至1.5mmの 長 さに渉つて行はれてゐるのであつた 。

今この模様を模式圖にて示せば第16圖A.Bの 如 くで ある。 この圖は初生永久組織の根の心柱

内を示すものである。Aは 内皮の内部を縦箇 した所を示す。 この根 をa-a線 に滑つて横断 した

場合はB圖 の如 くであ り,B圖 の位置に於てb-b曲 線に沿つて縦に切断 した時がA圖 である。

第16圖 南 瓜及 び ユ フガ ホ の幼 根 被 害 部 に於 け る傷痍 ゴ ム,細 胞 膜 の 木化 拉 に コ ル ク防 衛 暦 の

形 成状態 の模 式 圖 。A縦 噺,B横 断 。Aのa-a線 はBを,Bのb-b線 はAを

示 す。e内 皮 ・x木 質 部,P靱 皮 部,縦 の太 き黒 線(A)及 び 大 な る黒黙(B)は傷痍 ゴ

ム の 存 在 を,斜 李 行線 は細 胞 膜 の 木 化 を,黒 斑 は組 織 のsuberin化 を示 す。



圖 中 黒斑 鮎部 はsuberin化 部 を 示 し,太 き縦 線 ・破 線(A)及 び 大 な る 黒 鮎(B)は傷痍 ゴ ムの 存

在 を示 し,斜 雫 行 線 は組 織 の 木化 を示 す 。叉eは 内 皮,Pは 靱 皮部,xは 木 質 部 を 示 す 。

叉第17圖a.bは 同一 根 のsuberin化 部 の 先 の 方 と元 の 方 を 示 した もの で あ る 。aに 於 て は 心

第17圖 被 害 南 瓜 根 に於 け る心 柱 内 コル ク防 衛 暦 の分 布 。a.bは 同 一 根 に して,

aは や や 下方,bは そ の や や 上 方 。 濃 色 部 はsuberin化 せ る を示す 。

柱内柔組織は内皮と共にその膜壁を殆んどすべてsuberin化 してゐる有様を示 し,中央部其他2,

3の 淡染色部はなほ傷痍 ゴムが存 してゐる部分で,長 く右方に曲 り込みたる部分の心柱内柔組織の

みが木化乃至suberin化 してゐない。同圖bはsuberin化 部の内の上方を示 した ものである。

内皮及び 心柱中央部の傷痍 ゴムを有する組織を取巻い てsuberin化 部が存 し,他 は正常に復 して

ゐる。

4病 原菌の侵害以外に原因する防衛 コル クの形成

以上によつて南瓜 及び ユフガホ の根に於ては被害部に面せる心柱内柔組織壁がsuberin化 し,

よつて以て病原菌の侵犯を防止 し得て居 り,この根に關する限 り本病菌による根腐症 より全 く恢復

してゐることを知るのであるが,こ の防衛組織は菌の存在がなくて も形域せ られるのである。

即 ち南瓜根を切断 し然 る後之を殺菌土に移植 して室温に保ち,約 一ヶ月 後にその根 を縦断 して上

記同様 にこれを検 した虚,心 柱内柔組織は傷面に向つた部分に於て 明瞭なるsuberin反 懸 を示 し

たのである。

叉Fus.niveumのRICHARDS液 培養ニヶ月 の 陳久液に西瓜 ・南瓜 ・ユフガホの幼苗の根を挿

入 し,5時間25。Cに 保つた後根を水洗 し,こ れを水耕に移 して温室(15-35。C)に 保 ち,13日 後

に縦断切片 として染色検査 した庭,腐 朽部の上方の 心柱内組織壁のsuberin化 はユフガホに於て

最 も明瞭に認められ,南 瓜は之に次ぎ,西 瓜に於ては之を認めることが 出來なかつた。更に26日

後に至 り同様に検した 虚,西 瓜 ・南瓜 ・ユフガホ三者何れ も明かにそのsuberin化 せ るを認めた。

之を以て見るに,Fus.niveu〃zの 侵害の場合に於ける 心柱内諸組織の壁のsuberin化 は根部切

断の場合或は培養陳 久液による根部の中毒死の場合 と全 く同一であることを知る。然 しながら本

菌侵害の場合には,南 瓜及び ユフガホはこれを生ずるけれども西瓜に至つてはこれを生じ得ないの



で あ る 。

E考 察

PLANTENGA(34)はFagus,Tilia,Lycopersicum,Coffea共 他 に 於 て 試 験 し,そ の靱 皮 部 が 病 原

盤 の 侵 入 を受 け た 場 合 或 は 附傷 した 場 合 に は ゴ ム 症 を招 來 し 叉 細 胞 膜 の 肥厚 を結 果 す る こ とを 認

めた 。SMITH・WALKER(45)は 甘 藍 萎 黄 病 に於 て,侵 され た 細 胞 の周囲 組 織 ・導 管 内 に ゴ ム質 物 の

形 域 を 認 め,こ れ は抵 抗 性 品 種 に 於 て 甚 しい と した 。 しか し氏 等 は この ゴ ム質 物 を抵 抗 性 の 因 子 と

は 考 へ な か つ た 。 富 樫(49,50)・WiLsoN(55)・BRooKs(5)・MITTMANN(29)等 は 核,果類 果 樹 の

幹 枝 に 於 て 被 害 部 に ゴ ム 質 物 の形成 を 認 め,BRooK・MITTMAN等 は これ が 多)・ もの は抵 抗 力 が

大 で あ る と した 。MULLER其 他(30)は 馬鈴 薯 疫 病 に 於 て,抵 抗 性 寄 主 は 被 害 部 の周囲 に 褐変 帯 を

生 じ,こ れ に よつ て 病 原 菌 の 侵 害 は 阻 止 せ られ る こ とを 報 じた 。MEYER(28)も これ と同 様 の 報 告

を 行 つ て ゐ る 。TULLIs(51)は,HelminthosPoriumoryzaeに 抵 抗 性 な る 稻 品 種 に て は,侵 害 せ る

菌糸は,周囲 組 織 の 細 胞間に 填 充 せ られ た 沈 積 物 に よつ て そ の 蔓 延 を阻 止 せ られ る と した 。

著 者 はFus.niveamの 侵 害 を受 けた 西 瓜 の茎 根 の 被 害 部 の 柔 細 胞 内 外 或 は導 管 内 に 樹 脂 様 物

(傷痍 ゴ ム)の 集積 を 見 た の であ るが(60),こ れ に よつ て 病 原 菌 の 侵 害 が 多 少 共 阻害 せ られ た 如

き こ とを 認 め なか つ た 。然 るに 南 瓜 ・ユ フ ガ ホの 組 織 が 本 菌 に 侵 害 せ られ た 時 は,侵 害 部 及び そ の

鮒 近 組 織 の 細 胞 内 外 及 び 導 管 内 に傷痍 ゴ ムの 集積 が 極 め て 顯 著 であ つ て,そ の 部 細 胞 膜 の 顯 著 な る

木 化 と相侯 つ て 病 原 菌 の 侵 害 を阻害 して ゐ るの を 認 め た の で あ る 。 この傷痍 ゴ ムは 本 菌 の 侵 害 の

場 合 の み な らず,Fus.niveamの 陳 久 培 養 液 の み に よ る作 用 の 場 合 に も或 は 附 傷 の 場 合 に も認 め ら

れ,併 も此 等 の 場 合 に は 西 瓜 に於 て もそ の充 分 な る形 成 を認 めた 。然 しなが ら著 者 は,こ の傷痍 ゴ

ムは病 原 菌 の菌糸 の 蔓 延 の 一 時 的 阻害 に役 立 つ て ゐ る もの で あ る と考 へ る 。

著 者 は西 瓜 根 が 側 方 よ りFus.niveumに 侵 害 を 受 け る場 合 に は,外 皮 の 形 成,内 皮 の壁 のsuberin

化 等 の 爲 に,根 毛 を生 じた 部 分 よ り後 方 に於 て は,病 原 菌 は寄 主 の 心 柱 内 に は 容 易 に 侵入 す る こ と

を得 ず,そ の 結 果 この 場 合 の 侵 害 は 無効 とな る こ とが 多 い こ とを報 じた(58)。 南 瓜 ・ユ フ ガ ホの

根 に 於 て は,根 の周囲 の 此 等 防 衛組 織 の 形 成 は 根 の 伸 長 生 長 に 比 して 頗 る遅い 爲 に,側 面 よ りの 菌

の 侵 害 は西 瓜 の 場 合 に比 して 容 易 な る もの の 様 で あ る 。 然 しな が ら これ も周囲 組 織 の 木 化 の 爲 に

そ の 後 の 侵 害 を 阻害 せ られ る 。

植 物 組 織 が 病 原 菌 に 侵 害 せ られ た 後 に於 て周囲 組 織 壁 のsuberin化 の 爲 に被 害 損 大 が 阻 止せ ら

.れる こ とは斑点 性 病 害 に 於 て そ の 事 例 少 し と しない(10,21,39,40,43,49,50,57)。 之 等 は病 原

菌 の 種 類,寄 主 の 種 類,環 境 等 に よつ て 支 配 せ られ る 虞が 多い 。 被 害 部 周在 組 織 のsuberin化 膜

の 域 否 と抵 抗 性 の強弱 との 關係 に つ い て の2,3の 文 献 を 揚 ぐれ ば 次 の 如 くで あ る 。ANDERSON・

WALKER(2)は 甘 藍 萎 凋病 に 於 て,中 等 度 抵 抗 性 品 種 と強度 抵 抗 性 品 種 とは そ の 内 皮 ・周 皮 の 壁 の

suberin化 の 速 度 に や や 遅 速 が あ る の み で あ る と した 。TIsDALE(48)は 亜 麻 立 枯 病 に 於 て,抵 抗

性 亜 麻 は 皮 層 が 病 原 菌Fus.liniに 侵 害 せ らる るや 被 侵 害 細 胞 の 周 園 の 組 織 は 細胞 膜 が 肥厚 し,叉

suberin化 壁 を 生 ず る こ と を 認 め,こ れ が そ の 抵 抗 性 の 一 因 子 で あ る と した 。CoNANT(7)は 煙 草

黒 色 根 腐 病 に 於 て,皮 暦 被 害 部 の 周 園組 織 に 於 け る コル ク層形 域 能 の 有 無 が 本 病 抵 抗 性 の要 因 で あ



るとした 。

著者はFus.niveumに よる蔓割病に封 し罹病性なる西瓜の被害組織に於ては,生 理的にはコル

ク化 し難い皮暦共他の部位にはコルク化 した組織を見串すことが出來なかつたのであるが,本 病冤

疫性なる南瓜 ・ユフガホの被害根に於ては根の先端部は腐朽するも,そ の上方の木化現象(細 胞膜

の木化.・傷痍ゴムの形成)の 行はれ居る部分の 更に その上部に於て,心 柱内諸柔細胞は(靱 皮柔

細胞時に木質部細胞をも含めて)そ の膜壁をsuberin化 し,内 皮壁の廣範囲 に亘るsuberin化 と

相侯つて病原菌の心桂内上方部への侵入を全 く防止 してゐることを認めた 。かかる心柱内諸組織

の コルク化は本病原菌の侵害の場合の みならず,本 菌の培養陳久液或は軍に根を切断 せる場合に於

て も認められ,こ れ らの場合には西瓜に於てさえ もその形威を認めたのである。斯の如きsuberin

化現象は四園の環境に支配せ らるる虚が多いものの如 く,硝 子器内に於て過漁 ・日光不足の状態 下

では接種後10日 を維るもなほこれ を形成 し始 めてゐない。然るに温室内の水耕に於ては接種後10

日内外に して南瓜根の心柱内にこれを完成 してゐるの を認めるのである。

V摘 要

1接 種試験の結果によれば南瓜及びユフガホはFas.niveunzの 侵害に原因する西瓜蔓割病に.

封 して冤疫性である。然 しその細根は本菌の侵害を受けて腐朽 しその伸長生長を停止する。

2Fus.niveκmの 培養陳久液は本病冤疫性なる南瓜及び ユフガホに封 して も,西 瓜に対する と

同様な作用を有 し,処理 植物は局部中毒死を來す。

3本 病舛封 し罹病性なる西瓜と冤疫性なる南瓜の童葉根の組織搾出汁液に於ける本病原菌胞子

の発芽 の良否を比較 した結果によれば,西 瓜 ・南瓜共にその搾出汁液に於ける病原菌胞子の発芽は

艮好であ り,両者 の間に 差異がない。

4搾 出汁液に熱処理 を施 したものと生汁 との比較に於ては 西瓜 ・南瓜の両者 同様であ り,生 汁

に於けるよ りも加熱処理 汁に於ける場合の方が胞子の発芽は良好であつた。

5南 瓜及び ユフガホ に封て も本病原菌は西瓜の場合 と同様にその根端より最も容易に侵入す
、

る。 ・

6根 端よりFus.niveu〃zの 侵害を受けた南瓜及び ユフガホの幼根に於ては,西 瓜の侵害せら

れた場合 と同様に,被 害部の組織は全 く崩壊 し菌糸は旺盛に稜育する。'・

7南 瓜及び:・・フガホの被害心柱は傷痍 ゴムの形域蛇に柔細胞膜の木化を來 し病原菌の其後の侵

害 を顯著に阻害する二斯の如 き木化現象と病原菌の発育 蔓延 とは抗争的に行はれるものの如く,菌

糸の蔓延の甚 しい部分に少量の傷痍 ゴムが存する場合或は傷痍 ゴムの多量に存する部分に菌糸 が

少量存する場合等がある。 而してついに 木化現象の強度の進展に連れて菌糸 の蔓延は著 しく抑制

せ ぢれ るものの様である。この現象は皮唇に於ても行はれる。

西瓜 ・南瓜 ・ユフガホ三者の比較に於ては,西 瓜にて もこの木化現象が行はれるが その発現は極

めて微弱であ り,南 瓜 ・ユフガホにてはこれが強度に磯現 し,就 中ユフガホに於て顯著である。こ



の差はFas.niveumの 侵害の場合のみならず本菌の培養陳久液の処理 の場合に も同様に認められ

る。

心桂内木化現象は主根に於て比較的遅 く,側根 ・不定根にてはその発現 が早い。

一般にかかる木化現象は感染後2 ,3日 に して発現 する。

8Fus.niveamを 根端に接種 した後水耕培養乃至殺菌土壌に移 した南瓜或はユフガホ,或 は病

土に植えて夏季三ヶ月 間放置した南瓜等の根に於ける解剖學的所見は次の通 りである。

なほ肥大生長を行ふに至らない幼根で は,心 柱内諸組織壁はsuberin化 し,内 皮壁のsuberin

化を件つて後方根の心柱を,病 原菌の侵害か ら完全に防衛 してゐる。 肥大生長をせる根に於ては,

周皮より生 じた コル ク防衛暦を被害面木化部の後方に生じ,根 の周園の栓皮及び破害面靱皮部の コ

ル ク化せる組織と相侯つて 病竈の損大を完全に防止 してゐる。導管壁は木化が顯著で 内部には傷

痩ゴムを填充 してゐる。叉填充細胞の形成を見ることもある。

南瓜及びユフガホの根端より本菌が侵入 した場合には,一 般に,侵 入時 より5日 を経て心柱内

に コルク細胞を見出 し10日 前後に して コルク防衛暦の完威を見る。

9南 瓜及びユフガホの心桂内組織の コル ク化はFus.niveumの 侵入の場合のみならず本菌の

培養陳久液による處理 に際 して も同様に之を認める。 この場合には 西瓜に於てさえもこれが形成

を見るのであるがその生成はやや遅延 する。

10以 上の實験によるに,Fus.niveumの 侵害による西瓜蔓割病に封 し胡藍科植物中西瓜は罹病

性であ り南瓜及び ユフガホは冤疫性である所以は,西 瓜に於てはFus.niveamの 心桂侵害に封 し

これに抵抗的に働 く木化作用の磯現が遅 く,併 も叉病竈の振大を完全に防止し得るコルク化組織が

生 じないのに対 し,南 瓜及びユフガホに於ては,根 端は西瓜同様に侵害せられるも,心 柱内被害部

の上方部に木化作用を顯著に畿現 し,以 て病原菌のその後の侵犯を抑制 し,而 して叉その上方部に

於て コル ク化組織を完成 し,導 管の顯著なる木化 と相侯つて病竈 を根端附近の部分腐敗症に限定 し

てゐる虞にある。(1942.2.15)。
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ON THE NATURE OF IMMUNITY OF CUCURBITA  MOSCHATA 

    DUCH. AND LAGENARIA LEUCANTHA RUSBY TO 

                WATERMELON-WILT.

(Resume) 

Hazime Yosllu

 1) Cucurbita moschata (maxima) and Lagenaria leucantha (vulgaris) are 
 immune to watermelon-wilt caused by Fusarium niveum, though the rootlets 

of these plants are affected by the fungus. • 
2) The toxicity of the staled culture solution of the fungus to both Cucur-

 bita and Lagenaria is as strong as to Citrullus vulgaris, and the local 

disintegration of tissue of these plants is observed when they are inserted 
 in the solution. 

 3) The conidia of the fungus germinate as well in the Cucurbita and 

 Lagenaria press juice as in the juice of, Citrullus. 
4) The germination of the conidia in the boiled press juice is better than 

that in the untreated juice ; this is without regard .to the degree of wilt 

susceptibility of the plant from which the press juice is obtained. 
    It is suggested from this fact that there exists within the raw press 

juice of both the susceptible and the immune plant a principle which plays 
faintly to hinder the germination of the fungus spores. 

 5) Fusarium niveum intrudes easily into the roots of Cucurbita and 

Lagenaria through their root-tips as into the root of Citrullus.. 

6) When the young root of Cucurbita or Lagenaria is invaded by the fungus 

at its root-tip, the affected part disintegrates thoroughly and the fungus 

grows vigorously as in the case in which Citrullus root is affected. 
7) Wound-gum and lignified cell-wall which prevent further invasion of the 

pathogen are formed within the stelar portion situated on the upper part 
of the affected tissue of ,the wilt-immune plants. 

    This hindering action of the hosts and the invading action of the fungus 

 play their parts, competing with each other. Consequently, a small portion 
of wound-gum was often observed within the disintegrated tissue, or on the 
contrary, a bit of mycelia was sometimes found in the tissue filled with 

 wound-gum. 

    Within the root cortex of these immune plants when it was affected, 

just the same lignification of tissue-----wound-gum formation, lignification of 
cell-wall-----was also observed.



   The lignification was observed, though weak, in the stelar tissue of 

Citrullus when it was affected by the wilt fungus. 

   No differences of degree of the lignification of stelar tissue were observed 
between the immune and the susceptible plants when they were inserted in 

the staled culture solution of the  pathogenic fungus. 
   The lignification of stelar tissue of the root of Cucurbita or of Lagenaria, 

in general, takes place within a few days after infection. 

   This transformation of tissues is soon performed in the lateral and in 
the adventitious roots, while it is somewhat delayed in the primary roots. 

8) The anatomical study was carried out on the roots of both Cucurbita 

and Lagenaria which were inoculated with the pathogen at the root-tip, 
then water-cultured or planted in the sterilized soil for more than three 

weeks, or on the roots of Cucurbita grown in the sick soil during three 
months in summer. 

   The suberization of the stelar element of the primary root is , found 
behind the lignified tissue above written. 

   The suberized wall thus formed defends the upper stelar tissue perfectly 

against the invasion of the pathogen, accompaied with the suberized 

endodermis. 

   When the secondary growth has began, the stelar tissue of the root is 
defended against the fungus invasion by the suberized cell-walls of phloem 

elements and by the cork barrier of pericyclic parenchyma both formed 

behind the lignified cells, accompanied with the periderm. 

   The defending actiOn of trachiae and some part of xylem elements 
against the fungus invasion depends altimately on the heavy lignification of 

cell-walls and on the plugging of the lacnae by resin-like substance or 

wound-gum. 
9) The suberization of cell-wall of the stelar element of both Cucurbita 

and Lagenaria is also observed when their root-tips are treated with the 
staled culture solution of Fusarium niveum. The same phenomenon is 

too taken place, though somewhat delayed, when Citrullus root is treated 

as above written. 

10) It is suggested from these experiments that the immunity of Cucurbita 

and Lagenaria to the wilt disease depends wholly upon the defensive 

action of the suberized wall formed behind the lignified !stelar tissue 
bordering the affected and disintegrated portion of the rootlet. 
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